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薩摩半島から得られた九州あるいは鹿児島県本土初記録のハゼ亜目魚類 13種

佐藤智水 1・山田守彦 2・ジョン　ビョル 3・望月健太郎 4・松岡　翠 1・本村浩之 5

Thirteen species of the suborder Gobioidei were newly re-
corded on the basis of specimens and underwater photographs 
from the coasts of Minami-satsuma, the southwestern Satsu-
ma Peninsula, Kagoshima Prefecture, Japan. Specimens or 
photographs of Amblygobius sp. A sensu Suzuki et al. (2004), 
Cryptocentrus nigrocellatus (Yanagisawa, 1978), Oplopomus 
oplopomus (Valenciennes, 1837), Paragobiodon echinocephalus 
(Rüppell, 1830), Paragobiodon lacunicolus (Kendall and Golds-
borough, 1911), Gunnellichthys monostigma Smith, 1958, and 
Ptereleotris grammica Randall and Lubbock, 1982 represent the 
first records for these species from Kyushu, O. oplopomus being 
the northernmost record for the species. In addition, specimens 
of Amblyeleotris wheeleri (Polunin and Lubbock, 1977), Fusigo-
bius inframaculatus (Randall, 1994), Tomiyamichthys lanceola-
tus (Yanagisawa, 1978), Trimma macrophthalmum (Tomiyama, 
1936), and Gunnellichthys viridescens Dawson, 1968 represent 
the first specimen-based records for these species from Kyushu. 
A single specimen of Vanderhorstia sp. sensu Akihito et al. (2000) 
represents the first specimen-based record from the Kagoshima 
mainland.
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 Abstract

薩摩半島は九州南部に位置する，鹿児島県の本土西部

を占める半島である．岩坪ほか（2022）は薩摩半島西岸の

魚類相を報告し，その中で 142種のハゼ亜目魚類を記録し

た．その後も同地域からハゼ科魚類の追加種が報告されて

おり（Koreeda and Motomura, 2022；是枝ほか，2022；是枝・

本村，2022；佐藤・本村，2022），これまでに 150種が報

告されている．しかし，岩坪ほか（2022）には水中写真に

基づく記録も含まれており，標本が得られていない種も多

い．

2022年 7–11月にかけて，著者らにより行われた鹿児島

県南さつま市坊津町と笠沙町におけるダイビング調査の

結果，13種のハゼ亜目魚類［クビアカハゼ Amblyeleotris 

wheeleri (Polunin and Lubbock, 1977)，ホホベニサラサハゼ

Amblygobius sp. A sensu Suzuki et al. (2004)，クロホシハゼ

Cryptocentrus nigrocellatus (Yanagisawa, 1978)，ハタタテサ

ンカクハゼ Fusigobius inframaculatus (Randall, 1994)，ケショ

ウハゼ Oplopomus oplopomus (Valenciennes, 1837)，ダルマハ

ゼ Paragobiodon echinocephalus (Rüppell, 1830)，パンダダル

マハゼ Paragobiodon lacunicolus (Kendall and Goldsborough, 

1911)，ヤジリハゼ Tomiyamichthys lanceolatus (Yanagisawa, 

1978)， オ オ メ ハ ゼ Trimma macrophthalmum (Tomiyama, 

1936)，クサハゼ Vanderhorstia sp. sensu Akihito et al. (2000)，

クロエリオオメワラスボ Gunnellichthys monostigma Smith, 

1958，ダイダイオオメワラスボ Gunnellichthys viridescens 

Dawson, 1968，スジクロユリハゼ Ptereleotris grammica 

Randall and Lubbock, 1982］が採集・撮影された．上記の

種は鹿児島本土における初記録，または標本に基づく確か

な記録であり，ケショウハゼは分布の北限を更新する記録

であるため，ここに報告する．

材料と方法
標本の作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）

に準拠した．標準体長（standard length）は SLまたは体長

と表記した．計測はノギスを用いて 0.1 mm単位まで行っ

た．リスト中の各種の学名と科の帰属は本村（2022）にし

たがった．本研究で用いられた標本（KAUM–I.）と水中

写真（KAUM–II.）は，鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）

に保管されており上記の生鮮時および生時の写真は同館の

データベースに登録されている．
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薩摩半島初記録のハゼ亜目魚類リスト
ハゼ科 Gobiidae

Amblyeleotris wheeleri (Polunin and Lubbock, 1977)

クビアカハゼ　（Fig. 1A）

標本　KAUM–I. 174532，体長 46.6 mm，鹿児島県南さ

つま市坊津町平崎，31°20′36″N, 130°12′20″E，水深 10 m，

釣り，2022年 10月 2日，佐藤智水．

備考　薩摩半島産の標本は第 2背鰭が 1棘 12軟条であ

ること，臀鰭が 1棘 12軟条であること，第 1背鰭が第 2

背鰭とほぼ同じ高さであること，頭部から尾鰭基底にかけ

て 6本の赤色横帯をもち，これらの赤色横帯が横帯間に比

べ太いこと，腹鰭に膜蓋がないこと，鰓蓋上方に赤色斑

をもつこと，および腹鰭の癒合膜が発達しその後端は湾入

することが，益田ほか（1975），明仁ほか（2013），およ

び鈴木（2004, 2021）の示したクビアカハゼ Amblyeleotris 

wheeleri (Polunin and Lubbock, 1977)の特徴とよく一致した

ため本種に同定された．

クビアカハゼはアフリカ南岸からマーシャル諸島，日

本からオーストラリアにかけてのインド・西太平洋に広

く分布する（Polunin and Lubbock, 1977; Randall and Goren, 

1993; Chen et al., 1998；明仁ほか，2013; Fricke et al., 2018）．

日本国内においては小笠原諸島，伊豆諸島，伊豆半島，三

重県熊野，和歌山県（串本・白浜），高知県（大月町網代・

柏島），愛媛県愛南，日向灘（宮崎県日南市），鹿児島県南

さつま市坊津，大隅諸島（竹島・屋久島・口永良部島），

トカラ列島（口之島・中之島），奄美群島（奄美大島・徳

之島・沖永良部島・与論島），沖縄諸島（伊江島・慶良間

諸島渡嘉敷島），宮古諸島（伊良部島・下地島・多良間島），

および八重山諸島（西表島・与那国島）から記録されてい

る（平田ほか，1996；山崎，2000；鈴木，2004, 2021；坂

井ほか，2005; Senou et al., 2006, 2007；明仁ほか，2013；

Fig. 1. Specimen or underwater photographs of fishes from the Satsuma Peninsula, Kagoshima mainland, southern Kyushu, Japan. 
A: Amblyeleotris wheeleri, KAUM–I. 174532, 46.6 mm SL; B, C: Amblygobius sp. A sensu Suzuki et al. (2004) (B: KAUM–I. 
171154, 31.4 mm SL; C: KAUM–I. 171155, 24.6 mm SL); D: Cryptocentrus nigrocellatus, KAUM–II. 268, underwater photo-
graph; E: Fusigobius inframaculatus, KAUM–I. 172852, 42.4 mm SL; F, G: Oplopomus oplopomus (F: KAUM–I. 172638, 26.4 
mm SL; G: KAUM–II. 271, underwater photograph).
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佐々木ほか，2014；加藤，2014；瀬能，2014a; Koeda et 

al., 2016; Motomura and Harazaki, 2017; Iwatsuki et al., 2017；

木村ほか，2017; Nakae et al., 2018；萩原，2019; Motomura 

and Uehara, 2020；田中ほか，2020；和田ほか，2021；田

代ほか，2022；望月ほか，2022；本研究）．九州沿岸の本

種の記録はウェブサイトに掲載された宮崎県日南市にお

ける水中写真（Iwatsuki et al., 2017），および鹿児島県薩摩

半島からの水中写真に基づくもののみである（田代ほか，

2022）．そのため，薩摩半島産の標本は本種の標本に基づ

く九州沿岸初記録となる．

Amblygobius sp. A sensu Suzuki et al. (2004)

ホホベニサラサハゼ　（Fig. 1B, C）

標本　2個体（体長 24.6–31.4 mm）：KAUM–I. 171154，

体長 31.4 mm，KAUM–I. 171155，体長 24.6 mm，鹿児島

県南さつま市笠沙町片浦　大当漁港南側，31°25′19″N, 

130°10′16″E，水深 5 m，ヤビーポンプ，2022年 8月 11日，

佐藤智水．

備考　薩摩半島産の標本は第 1背鰭の棘条が伸長しな

いこと，吻が突出せず丸みを帯びること，体側部に黒色縦

線をもたないこと，頭部と体側部に桃色縦帯をもつこと，

背鰭前方鱗をもたないこと，吻の暗色線の下縁が前鼻管

基部下端に接すること，第 2背鰭の軟条数が 14であるこ

と，第 1背鰭の棘に沿って桃色横線があること，および頬

部の中央を通る桃色縦線が途切れず鰓蓋部後方にむかうほ

ど幅広くなることが，明仁ほか（2013）の示したホホベニ

サラサハゼ Amblygobius sp.と鈴木（2004, 2021）の示した

ホホベニサラサハゼ Amblygobius sp. Aの特徴と一致した

ため，本種に同定された．なお，林ほか（1981）は西表島

から得られた標本を Amblygobius nocturnus (Herre, 1945)と

同定し新称としてホホベニサラサハゼを提唱したが，鈴木

（2004）はホホベニサラサハゼが鯉蓋部の縦帯の太さや前

鼻管の色彩などにおいて A. nocturnusと異なるとし，本種

を Amblygobius sp. Aとした．

明仁ほか（2013）はホホベニサラサハゼの臀鰭軟条数

を 14とし，エサキサラサハゼ（15）との識別形質とした．

本研究で得られた個体（KAUM–I. 171155）は臀鰭軟条

数が 15であったが，同属の Amblygobius cheraphilus Allen 

and Erdmann, 2016において臀鰭軟条数に 13–14と変異が

知られること（Allen and Erdmann, 2016），本研究において

得られた他の個体（KAUM–I. 171154）と顕著な相違がみ

られなかったことから臀鰭軟条数については種内変異の範

疇と判断した．

ホホベニサラサハゼは日本，台湾，タイ湾，ミクロネ

シア，インドネシア，およびオーストラリアに分布する（鈴

木，2004, 2021；明仁ほか，2013）．日本国内においては小

笠原諸島父島，八丈島，和歌山県串本，大隅諸島（屋久

島・口永良部島），奄美群島（奄美大島・沖永良部島），沖

縄諸島（沖縄島・伊江島），宮古諸島（伊良部島・池間島），

および八重山諸島（石垣島・西表島・与那国島）から記

録されており（鈴木，2004, 2021; Senou et al., 2006, 2007；

鳥居ほか，2011；明仁ほか，2013；吉郷，2014；佐々木

ほか，2014；加藤，2014; Koeda et al., 2016; Motomura and 

Harazaki, 2017；木村ほか，2017; Nakae et al., 2018；萩原，

2019；赤池ほか，2021），薩摩半島産の標本は本種の九州

沿岸初記録となる．

本研究で得られた標本は昼間にスナモグリ類および

テッポウエビ属 Alpheus Fabricius, 1798の巣がみられる水

深 5 mほどの砂泥上に単独で確認され，テッポウエビなど

の巣や砂泥の窪みに潜り込んだところをヤビーポンプで採

集した．

Cryptocentrus nigrocellatus (Yanagisawa, 1978)

クロホシハゼ　（Fig. 1D）

写真資料　KAUM–II. 268，鹿児島県南さつま市坊津町

塩浦，水深 15 m，2022年 10月 19日，山田守彦．

備考　写真資料の個体は鰓蓋に眼状斑をもつこと，各
鰭に黒色斜帯をもつこと，体背面は一様に明るい白色では

ないこと，および体側に黒色斜帯をもたないことが，明仁

ほか（2013）と鈴木（2004, 2021）の示したクロホシハゼ

Cryptocentrus nigrocellatus (Yanagisawa, 1978)の特徴と一致

したため本種に同定された．

クロホシハゼは日本，台湾，フィリピン，およびイ

ンドネシアに分布する（鈴木，2004, 2021；明仁ほか，

2013）．日本国内においては静岡県浮島，和歌山県串本，

高知県柏島，大隅諸島（口永良部島・屋久島），奄美群島

（奄美大島・喜界島・徳之島・沖永良部島・与論島），沖縄

諸島（伊江島・慶良間諸島渡嘉敷島），宮古諸島（伊良部島・

下地島），および八重山諸島（西表島・与那国島）から記

録されており（鈴木，2004, 2021; Senou et al., 2006, 2007；

明仁ほか，2013；瀬能，2014b; Koeda et al., 2016；木村ほ

か，2017; Nakae et al., 2018；萩原，2019；田中ほか，2020; 

Motomura and Uehara, 2020; Fujiwara and Motomura, 2020；

和田ほか，2021），薩摩半島で撮影された写真は本種の九

州沿岸初記録となる．

Fusigobius inframaculatus (Randall, 1994)

ハタタテサンカクハゼ　（Fig. 1E）

標本　KAUM–I. 172852，体長 42.4 mm，鹿児島県南さ

つま市坊津町塩浦，31°15′16″N, 130°13′59″E，水深 3–20 m，

手網，2022年 9月 8日，松岡　翠・ジョン　ビョル・望
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月健太郎・佐藤智水．

備考　薩摩半島産の標本は吻端が尖ること，第 1背鰭

が烏帽子形で第 1棘が糸状に伸長すること，尾柄部基底に

眼径大の黒色三角斑をもつこと，胸鰭基底上方に暗色斑を

もたないこと，腹鰭の膜蓋がよく発達すること，腹鰭の癒

合膜がほとんど湾入しないこと，第 1背鰭の先端が黒色で

はないこと，および前鰓蓋管に開孔M′, N, O′があることが，

明仁ほか（2013）と鈴木（2004, 2021）の示したハタタテ

サンカクハゼ Fusigobius inframaculatus (Randall, 1994)の特

徴とよく一致したため本種に同定された．

ハタタテサンカクハゼはアフリカ東岸からマルキーズ

諸島，日本からオーストラリアにかけてのインド・太平

洋に広く分布する（明仁ほか，2013; Pinault et al., 2018; 

Eagderi et al., 2019）．日本国内においては伊豆諸島（八丈

島・伊豆大島），静岡県浮島，和歌山県串本，高知県柏島，

鹿児島県南さつま市坊津，大隅諸島（黒島・竹島・硫黄

島・口永良部島・屋久島），トカラ列島宝島，奄美群島（奄

美大島・徳之島・沖永良部島・与論島），沖縄諸島（沖縄

島・伊江島・久米島），宮古諸島（伊良部島・下地島），お

よび八重山諸島（石垣島・西表島・与那国島）から記録

されており（平田ほか，1996；吉郷・中村，2003；鈴木，

2004, 2021; Senou et al, 2006, 2007；吉郷・中村，2008；鈴木，

2013a；明仁ほか，2013；渋川，2014; Koeda et al., 2016; 

Motomura and Harazaki, 2017；木村ほか，2017; Nakae et al., 

2018; Mochida and Motomura, 2018；萩原，2019; Motomura 

and Uehara, 2020; Jeong and Motomura, 2021； 田 代 ほ か，

2022；望月ほか，2022），九州沿岸からは鹿児島県薩摩半

島から水中写真に基づき記録されたのみである（田代ほ

か，2022）．そのため，薩摩半島産の標本は本種の標本に

基づく九州沿岸初記録となる．

Oplopomus oplopomus (Valenciennes, 1837)

ケショウハゼ　（Fig. 1F, G）

標本　KAUM–I. 172638，体長 26.4 mm，鹿児島県南

さつま市笠沙町片浦　大当漁港南側，31°25′19″N, 130° 

10′16″E，水深 2 m，手網，2022年 9月 3日，佐藤智水．

備考　薩摩半島産の標本は背鰭が 2基あること，第 1

背鰭が 6棘であること，両背鰭の第 1棘が太く硬いこと，

前鰓蓋部に棘をもつこと，頬と鰓蓋部に鱗がないこと，お

よび尾鰭基底に前後に並ぶ 2黒色斑とその上方に 1黒色斑

をもつことが，明仁ほか（2013）の示したケショウハゼ

Oplopomus oplopomus (Valenciennes, 1837)の特徴とよく一

致したため，本種に同定された．

ケショウハゼはアフリカ東岸からソシエテ諸島，日本

からオーストラリアのインド・太平洋に広く分布する（明

仁ほか，2013; Fricke et al., 2018; Eagderi et al., 2019）．日本

国内においては大隅諸島（口永良部島・屋久島），奄美群

島（奄美大島・喜界島・沖永良部島），沖縄諸島（伊江島），

宮古諸島（伊良部島），および八重山諸島（石垣島・西表島・

与那国島）から記録されており（林ほか，1981；林・白

鳥，2003；鈴木，2004, 2021; Senou et al., 2006, 2007；明仁

ほか，2013；吉郷，2014; Koeda et al., 2016; Motomura and 

Harazaki, 2017；木村ほか，2017；赤池ほか，2021；藤原ほか，

2022），薩摩半島産の標本は本種の九州沿岸初記録ならび

に分布の北限記録となる．

本研究で得られた標本は夜間にスナモグリ類および

テッポウエビ属の巣がみられる水深 2 mほどの砂泥上に単

独で確認された．林・白鳥（2003）はケショウハゼが危険

を感じた際，一時的に他生物の巣を利用することを示唆し

ており，Syms and Jones (2004)も本種がまれにテッポウエ

ビ属の巣を利用することを報告した．本研究でもケショウ

ハゼが無脊椎動物の巣孔開口部の縁で確認されたことから

（Fig. 1G），これら無脊椎動物と共生関係にある可能性が

ある．

Paragobiodon echinocephalus (Rüppell, 1830)

ダルマハゼ　（Fig. 2A）

標本　KAUM–I. 178528，体長 10.4 mm，鹿児島県南さ

つま市坊津町久志　丸木浜，31°17′12″N, 130°12′43″E，水

深 3–7 m，手網，2022年 12月 16日，松岡　翠・望月健太郎・

藤原恭司．

備考　薩摩半島産の標本は頭部背面および腹面にひげ
をもつこと，頭部が茶褐色であること，体部と各鰭が暗褐

色であること，および眼の周囲に虫食い模様をもつことが，

明仁ほか（2013）と鈴木（2004，2021）の示したダルマハ

ゼ Paragobiodon echinocephalus (Rüppell, 1830)の特徴とよ

く一致したことから本種に同定された．

ダルマハゼはマダガスカルからマルキーズ諸島，日本

からオーストラリアにかけての（紅海を含みハワイ諸島を

除く）インド・太平洋に広く分布する（明仁ほか，2013; 

Fricke et al., 2018）．日本国内においては和歌山県串本，高

知県，大隅諸島（口永良部島・屋久島），奄美群島（奄美大島・

喜界島），宮古諸島（伊良部島），および八重山諸島（石垣

島・西表島）から記録されており（林ほか，1981; Senou, 

2007；鈴木，2004，2021；明仁ほか，2013; Motomura and 

Harazaki, 2017；木村ほか，2017; Nakae et al., 2018；萩原，

2019; Fujiwara and Motomura, 2020），薩摩半島産の標本は

九州沿岸初記録となる．

Paragobiodon lacunicolus (Kendall and Goldsborough, 1911)

パンダダルマハゼ　（Fig. 2B–D）
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標本　2標本（体長 9.0–11.3 mm）：KAUM–I. 170350，体

長 9.0 mm，鹿児島県南さつま市笠沙町片浦　大当漁港北側，

31°26′80″N, 130°10′18″E，水深 6 m，手網，2022年 7月 14日，

佐藤智水；KAUM–I. 174533，体長 11.3 mm，鹿児島県南さ

つま市坊津町平崎，31°20′36″N, 130°12′22″E，水深 5 m，手網，

2022年 10月 2日，佐藤智水．

備考　薩摩半島産の標本は頭部背面および腹面にひげ
をもつこと，体側部が明るい黄色であること，臀鰭が 1棘

8軟条であること，および各鰭が黒色であることが，吉

野・山本（1984）と明仁ほか（2013）が示したパンダダル

マハゼ Paragobiodon lacunicolus (Kendall and Goldsborough, 

1911)の特徴とよく一致したことから本種に同定された．

パンダダルマハゼはマダガスカルからトゥアモトゥ諸

島，日本からオーストラリアにかけてのインド・太平洋に

広く分布する（明仁ほか，2013; Fricke et al., 2018）．日本

国内においては小笠原諸島，和歌山県串本，高知県（土佐湾・

柏島・沖ノ島），愛媛県愛南，大隅諸島（竹島・口永良部

島・屋久島），奄美群島（奄美大島・沖永良部島・与論島），

慶良間諸島（渡嘉敷島），宮古諸島（伊良部島），および

八重山諸島（西表島）から記録されており（吉野・山本，

1984；林・白鳥，2003；野川ほか，2004；鈴木，2004, 

2014, 2021；鈴木 ･瀬能，2006; Senou et al., 2007；明仁ほか，

2013；佐々木ほか，2014； Motomura and Harazaki, 2017；

木村ほか，2017; Nakae et al., 2018；萩原，2019； Motomura 

and Uehara, 2020；田中ほか，2020；望月ほか，2021），薩

摩半島産の標本は本種の九州沿岸初記録となる．

本研究で得られた標本はハナヤサイサンゴ Pocillopora 

damicornis (Linnaeus, 1758)の枝間に単独もしくはペアでみ

られた（Fig. 2D）．

Tomiyamichthys lanceolatus (Yanagisawa, 1978)

ヤジリハゼ　（Fig. 2E）

標本　KAUM–I. 171153，体長 21.3 mm，鹿児島県南

さつま市笠沙町片浦　大当漁港南側，31°25′19″N, 130° 

10′16″E，水深 2 m，釣り，2022年 8月 11日，佐藤智水．

備考　薩摩半島産の標本は前鼻孔が上顎前端より前に
出ないこと，上顎後端が眼窩後縁を越えないこと，頣の

孔気列が横列であること，頭長が頭高のおよそ 2倍であ

ること，体側部に 5黒色斑は縦列すること，第 1背鰭第 1

棘が伸長しないこと，尾鰭に 1黒色縦線をもつこと，お

よび尾鰭後端が後方へ伸長することが，明仁ほか（2013）

Fig. 2. Specimen or underwater photographs of fishes from the Satsuma Peninsula, Kagoshima mainland, southern Kyushu, Japan. 
A: Paragobiodon echinocephalus, KAUM–I. 178528, 10.4 mm SL; B–D: Paragobiodon lacunicolus (B: KAUM–I. 170350, 9.0 
mm SL; C: KAUM–I. 174533, 11.3 mm SL; D: live individual of KAUM–I. 174533); E: Tomiyamichthys lanceolatus, KAUM–I. 
171153, 21.3 mm SL; F: Trimma macrophthalmum, KAUM–I. 172881, 16.1 mm SL.
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と鈴木（2004, 2021）の示したヤジリハゼ Tomiyamichthys 

lanceolatus (Yanagisawa, 1978)の特徴とよく一致したため

本種に同定された．

ヤジリハゼは日本からオーストラリア北東部にかけ

ての西太平洋に分布する（Larson, 2000; Allen and Adrim, 

2003; Fricke et al, 2014；鈴木，2004, 2021）．日本国内にお

いては静岡県沼津市大瀬崎，和歌山県白浜，愛媛県愛南，

高知県沖ノ島，鹿児島県南さつま市坊津，大隅諸島（屋

久島），奄美群島（奄美大島），沖縄諸島（沖縄島），およ

び八重山諸島（西表島）から記録されており（Yanagisawa, 

1978；瀬能ほか，1997；鈴木，2004, 2021；明仁ほか，

2013； 吉 郷，2014; Motomura and Harazaki, 2017; Nakae et 

al., 2018；田代ほか，2022），九州沿岸からは鹿児島県薩摩

半島から水中写真に基づき記録されたのみである（田代ほ

か，2022）．そのため，薩摩半島産の標本は本種の標本に

基づく九州沿岸初記録となる．

Trimma macrophthalmum (Tomiyama, 1936)

オオメハゼ　（Fig. 2F）

標本　KAUM–I. 172881，体長 16.1 mm，鹿児島県南さ

つま市坊津町塩浦，水深 3–20 m，手網，2022年 9月 8日，

松岡　翠・ジョン　ビョル・望月健太郎・佐藤智水．

備考　薩摩半島産の標本は頭部感覚管とその開孔部を
もたないこと，体全体に橙色点が密在胸鰭基底に 2赤色斑

をもつこと，体側中央に暗色縦線をもたないこと，第 1背

鰭第 2棘が伸長すること，頭部背面に鱗をもたないこと，

第 2背鰭および臀鰭に分枝軟条をもつこと，および臀鰭第

1鰭条が棘条であることが，明仁ほか（2013）と鈴木（2004, 

2021）の示したオオメハゼ Trimma macrophthalmum (Tomi-

yama, 1936)の特徴とよく一致したため本種に同定された．

オオメハゼはインド洋においてモルディブとチャゴス

諸島に，太平洋において日本からオーストラリアにかけて

広く分布する（明仁ほか，2013）．日本国内においては静

岡県伊東市富戸，伊豆諸島（伊豆大島・八丈島），和歌山

県串本，高知県柏島，愛媛県愛南，鹿児島県南さつま市坊

津，大隅諸島（竹島・黒島・硫黄島・口永良部島・屋久

島），奄美群島（奄美大島・加計呂麻島・沖永良部島），沖

縄諸島（伊江島），宮古諸島（伊良部島・下地島），および

八重山諸島（西表島，与那国島）から記録されており（平

田ほか，1996；鈴木，2004, 2021；萩原，2006; Senou et al, 

2006, 2007；鈴木，2013b；明仁ほか，2013；加藤，2014; 

Koeda et al., 2016; Motomura and Harazaki, 2017；木村ほか，

2017; Nakae et al., 2018；萩原，2019; Motomura and Uehara, 

2020; Jeong and Motomura, 2021；田代ほか，2022），九州沿

岸からは鹿児島県薩摩半島から水中写真に基づき記録され

たのみである（田代ほか，2022）．そのため，薩摩半島産

の標本は本種の標本に基づく九州沿岸初記録となる．

Vanderhorstia sp. sensu Akihito et al. (2000)

クサハゼ　（Fig. 3A–C）

標本　3個体（体長 44.1–57.8 mm）：KAUM–I. 171031，

体長 44.1 mm，鹿児島県南さつま市笠沙町片浦　大当漁港

南側，31°25′19″N, 130°10′16″E，水深 3–5 m，釣り，2022

年 8 月 11 日，佐藤智水；KAUM–I. 171147，体長 51.6 

mm，KAUM–I. 171150，体長 57.8 mm，鹿児島県南さつま

市笠沙町片浦　大当漁港南側，31°25′19″N, 130°10′16″E，

水深 3–5 m，手網，2022年 8月 11日，佐藤智水．

備考　薩摩半島産の標本は眼窩下縁が上顎上端より下
方に位置すること，眼窩中央下の縦列孔器に 6個以上の孔

器をもつこと，眼窩後半下方の縁に沿って 5個以上の孔器

をもつこと，頣に 1対の孔器をもつこと，および体側部に

後半部で輪郭が不明瞭になる 2本の黄色縦線をもつこと

が，益田ほか（1975）の示したクサハゼ Vanderhorstia sp. 

2，明仁ほか（2013）の示したクサハゼ Vanderhorstia sp. 2，

および鈴木（2004, 2021）の示したクサハゼ Vanderhorstia 

sp. Aの特徴とよく一致したため本種に同定された．なお，

益田ほか（1975）は和歌山県田辺湾から得られた標本を

Vanderhorstia sp.とし，新標準和名としてクサハゼを提唱

した．その後，Yanagisawa (1978)はクサハゼを V. mertensi 

Klausewitz, 1974に同定したが，明仁ほか（2000）はクサ

ハゼが V. mertensiとは異なるとし Vanderhorstia sp.とした．

クサハゼは日本とインドネシアに分布する（鈴木，

2004, 2021）．日本国内においては太平洋岸において小笠原

諸島（兄島・父島），千葉県館山湾，静岡県（熱海・沼津

市大瀬崎），和歌山県串本，高知県（大月町網代・柏島・

沖ノ島），日向灘，大隅諸島（種子島・屋久島），奄美群

島（奄美大島・加計呂麻島），沖縄諸島（沖縄島），宮古諸

島（宮古島・伊良部島・池間島），および八重山諸島（西

表島），日本海において山口県仙崎紫津湾，東シナ海にお

いて鹿児島県南さつま市坊津から記録されており（福田・

御前，1992；平田ほか，1996；瀬能ほか，1997, 1998；吉

郷・中村，2003；鈴木，2004, 2021; Senou, et al., 2007；明

仁ほか，2013；佐々木ほか，2014; Motomura and Harazaki, 

2017; Iwatsuki et al., 2017; Nakae et al., 2018；萩原，2019；

園山ほか，2020；田代ほか，2022），九州沿岸においては

日向灘（大分県佐賀関から鹿児島県大隅半島東岸までの海

域）から標本に基づき記録（Iwatsuki et al., 2017），および

鹿児島県薩摩半島から水中写真に基づき記録されているの

みである（田代ほか，2022）．Iwatsuki et al. (2017)は日向

灘から得られた本種の標本の詳細な産地を示していない．

薩摩半島産の標本は本種の標本に基づく鹿児島県本土から

の確かな記録となる．



Ichthy 28 ǀ 2023 ǀ 18

Sato et al. — First Kyushu and/or Kagoshima mainland records of 13 gobioid species from the Satsuma Peninsula

オオメワラスボ科 Microdesmidae

Gunnellichthys monostigma Smith, 1958

クロエリオオメワラスボ　（Fig. 3D）

写真資料　KAUM–II. 269，鹿児島県南さつま市坊津町

赤水，水深 20 m，2022年 11月 16日，山田守彦．

備考　写真資料の個体は体が著しく細長いこと，体部
背側に橙色縦線をもつこと，鰓蓋後縁に黒色斑をもつこ

と，および尾鰭基底に黒色斑をもたないことが，明仁ほか

（2013）と鈴木（2004, 2021）の示したクロエリオオメワラ

スボ Gunnellichthys monostigma Smith, 1958の特徴と一致し

たため本種に同定された．

クロエリオオメワラスボはモザンビークからマルキー

ズ諸島，日本からオーストラリアにかけてのインド・太平

洋に広く分布し（Dawson, 1973; Fricke et al., 2018），日本

国内からは静岡県黄金崎，高知県沖ノ島，大隅諸島（屋久

島），奄美群島（奄美大島），沖縄諸島（伊江島・慶良間諸島），

宮古諸島（宮古島），および八重山諸島（石垣島・西表島）

から記録されており（任，2001；鈴木，2004，2021; Senou 

et al, 2006, 2007；明仁ほか，2013；Motomura and Harazaki, 

2017），薩摩半島で撮影された水中写真は本種の九州沿岸

初記録となる．

Gunnellichthys viridescens Dawson, 1968

ダイダイオオメワラスボ　（Fig. 3E）

標本　KAUM–I. 170850，体長 75.8 mm，鹿児島県南さ

つま市笠沙町片浦　高崎山沖，31°26′17″N, 130°09′21″E，

水深 3–25 m，手網，2022年 8月 2日，山田守彦・松岡　翠・

ジョン　ビョル・望月健太郎・佐藤智水．

備考　薩摩半島産の標本は体が著しく細長いこと，背
鰭が 1基であること，体側中央に橙色縦線をもつこと，体

側に明瞭な暗色縦帯をもたないこと，鰓蓋後縁に黒色斑

がないこと，背鰭前方に鱗をもつこと，および尾鰭基底

に黒色斑をもたないことが，木村ほか（2003），明仁ほか

（2013），および鈴木（2004, 2021）の示したダイダイオオ

メワラスボ Gunnellichthys viridescens Dawson, 1968の特徴

と一致したため本種に同定された．

ダイダイオオメワラスボはセーシェル諸島からモル

ディブ諸島にかけてのインド洋，および日本からオースト

ラリアにかけての西太平洋に分布し（Dawson, 1973；木村

ほか，2003），日本国内においては千葉県館山，伊豆半島

西岸，和歌山県串本，高知県，愛媛県愛南町室手，鹿児島

県南さつま市（笠沙・坊津），大隅諸島（屋久島），奄美

群島（奄美大島），沖縄諸島（沖縄島・伊江島・久米島・

慶良間諸島），宮古諸島（伊良部島・池間島）および八重

山諸島（西表島）から記録されており（木村ほか，2003; 

Senou et al., 2006, 2007； 明 仁 ほ か，2013; Motomura and 

Harazaki, 2017; Nakae et al., 2018；鈴木，2021；田代ほか，

2022），九州沿岸からは鹿児島県薩摩半島から水中写真に

基づき記録されたのみである（田代ほか，2022）．そのため，

薩摩半島産の標本は本種の標本に基づく九州沿岸初記録と

なる．

Fig. 3. Specimen or underwater photographs of fishes from the Satsuma Peninsula, Kagoshima mainland, southern Kyushu, Japan. A–C: 
Vanderhorstia sp. sensu Akihito et al. (2000) (A: KAUM–I. 171031, 44.1 mm SL; B: KAUM–I. 171147, 51.6 mm SL; C: KAUM–
I. 171150, 57.8 mm SL); D: Gunnellichthys monostigma, KAUM–II. 269, underwater photograph; E: Gunnellichthys viridescens, 
KAUM–I. 170850, 75.8 mm SL; F: Ptereleotris grammica, KAUM–II. 270, underwater photograph.



Ichthy 28 ǀ 2023 ǀ 19

Sato et al. — First Kyushu and/or Kagoshima mainland records of 13 gobioid species from the Satsuma Peninsula

クロユリハゼ科 Ptereleotridae

Ptereleotris grammica Randall and Lubbock, 1982

スジクロユリハゼ　（Fig. 3F）

写真資料　KAUM–II. 270，鹿児島県南さつま市坊津町

網代，水深 45 m，2022年 11月 2日，山田守彦．

備考　写真資料の個体は頭部と体部が同色であること，
第 1背鰭と第 2背鰭が連続しないこと，胸鰭基底に黒色線

をもたないこと，尾鰭上下縁に黒色線をもたないこと，お

よび尾鰭後部に橙色帯をもつことが，明仁ほか（2013）と

鈴木（2004, 2021）の示したスジクロユリハゼ Ptereleotris 

grammica Randall and Lubbock, 1982の特徴と一致したため

本種に同定された．

スジクロユリハゼは日本，フィリピン，インドネシア，

ニューギニア島，およびニューブリテン島に分布し（明

仁ほか，2013），日本国内からは小笠原諸島，伊豆大島，

静岡県（伊東市富戸・沼津市大瀬崎），高知県柏島，大隅

諸島（硫黄島・屋久島），奄美群島（奄美大島），沖縄諸

島（伊江島），宮古諸島（下地島），および八重山諸島（西

表島）から記録されており（平田ほか，1996；瀬能ほか，

1997；鈴木，2004, 2021; Senou et al., 2006, 2007；明仁ほか，

2013； 荻 原，2013; Motomura and Harazaki, 2017; Nakae et 

al., 2018; Jeong and Motomura, 2021），薩摩半島で撮影され

た水中写真は本種の九州沿岸初記録となる．
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